
令和２年度 教育活動等に対する学校評価書(自己評価結果書) 
 

学校法人二葉学園 葛飾二葉幼稚園 

 

1．本園の教育目標 

「自立と思いやりの心」 

●自ら考え、自ら課題にぶつかり、自ら解決できる子 

遊びや保育を通して、知的好奇心や探究心、興味、関心、意欲を引き出し、一人一人の段階に合わせて生き

る力に結びつける。 

●自らを律しつつ、他者を思いやれる子 

友だちが好き、先生が好き、幼稚園が好きという思いを通して、暖かい風土や雰囲気の中で他者を好きにな

ることで、自分を律しつつ、一人でも遊べ、みんなとでも遊べることを身につけ、さまざまな場面でも他者

を思いやり、自分の意思を選択できる力に結びつける。 

●健康で、がまん強いたくましい子 

物の豊かさが心や身体に及ぼす影響を踏まえ、幼児期に必要な運動による身体能力の向上、心の発達、神経

機能の発達を目指し、心身ともに健康な子どもに育てる 

 

2．本年度の重点目標 

幼児教育の無償化、保育園志向の保護者の増加、少子化による区内幼児人口の減少、等、園を取り巻く環境

の変化が見られる中、時代に合った乳幼児教育・保育の在り方の見直し、及び、職員の育成に重点を置くとと

もに、地域との連携や孤立子育て家庭への支援にも目を向け、組織の更なる向上を目指す。 

 

3．教職員による、評価項目に対する自己評価(令和３年2月下旬～3月上旬実施) 

  第三者評価機関による施設調査の実施 

 

評価項目 教職員自己評価 自己評価

結果 

① 保育の計画性 今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により、緊急事態宣言が

発令されてかつてない新たな生活を強いられることとなったために、

当初立てていた計画を進められず、その都度見直すこととなった。 

登園自粛の期間には、各家庭において園児と保護者が一緒に楽しめる

よう、季節の歌や絵本の読み聞かせ等の動画配信を行ったり、延期や

中止にせざるを得なかった行事の代替として、その行事や保育活動を

ご理解いただけるよう、園便りやクラス便りとは別の手紙を配信した

り、できる限りの取り組みを行った。外国人スタッフについては、見

通しをもって計画的にクラスに入室できるよう入室一覧表を作成し、

安心して終日一緒に過ごすことが定着した。 

Ｂ 

② 保育の在り

方、乳・幼児

への対応 

前年度、ミニブタの死を経験したことで引き続き命の大切さを知らせ

ていけるよう、新たにマイクロブタの飼育を開始した。エサをあげて

喜んで食べる姿や、季節によって行動を変えるマイクロブタの様子を

興味津々に見守り、自分以外の他者への愛情を育むことに繋げられて

いる。“ふたばリビング”には、外国語の絵本を充実させ、国際化に

向け、外国への興味や関心に繋げられた。その他、コロナ禍において3

密を防ぐことが不可能な環境であるため、室内の消毒や換気を徹底

し、なおかつ、より安心して保育ができるよう、各保育室に最新型プ

ラズマクラスターとCO２濃度測定器を、1階わくわく広場と2階廊下

及び共有ペースにはジアイーノを設置した。 

  A 



③ 教師としての

資質、能力・

良識・適正 

大災害後のＢＣＰの訓練が定着し、キャリア職員から新入職員にスム

ースに受け継がれるようになってきた。事故報告書の書類を改定し、

人の配置図や事故の要因分析と改善項目を別枠に設けたことも、職員

間の共有が速やかにいきわたるようになった。ヒヤリハットはその場

で終わらせず、月の最後に報告し振り替えること、また月初めに1年前

のその月のヒヤリハットを振り返り報告し、今月の保育で起こる可能

性があるリスクを職員が気付ける機会を設けた。 

年3回の自己評価は継続しており、同僚の「良いと思う点・認めている

点」については開示し、同僚性を高めたり、自らの自己肯定感を高め

たりできるようにした。 

Ａ 

④ 保護者への対

応 

コロナ禍において、保育参観や個人面談等、予定していた行事が延期 

や中止になったことで、直接お会いして個々にお話ができる機会が減 

ったため、電話での個人面談を行ったり、クラスでの保育の様子がよ 

り伝わるように通常の手紙以外にドキュメンテーション形式で手紙を 

作成したりした。 

B 

⑤ 地域の自然や

社会とのかか

わり 

 

 

引き続き、「ふたばたけ」や「はらっぱ」など、園外に出る時には近

隣の方に挨拶をしたり、ハナミズキ通りやなどの身近な自然に目を向

けたりしている。また、今年度は地域の文化遺産である「矢切の渡

し」で乗船体験をしたり、江戸川の土手で芝滑りをしたりなどの活動

も積極的に取り入れた。フェイスブックでは、これらの活動を在園以

外の方に伝えられるよう頻繁にアップしている。卒園生が小学６年生

になった時に幼稚園に招待する企画「ホームカミングデー」は、残念

ながら今年度も新型コロナウイルス感染症の流行に伴い中止となった

が、幼稚園ホームページ内にある「卒園生のページ」にて、対象者向

けに職員の写真付きのメッセージを送った。 

A 

⑥ 子育て支援 コロナ禍において、活動を中止せず室内の消毒や換気を徹底した上

で、人数を制限したり利用時間枠を分けてより多くの方が利用できる

よう工夫したりして、子育て支援の場の提供及び開催を継続させた。 

A  

⑦ 研修 

 

 

 

園外へ出向く研修はコロナ禍で厳しい状況であったため、オンライン

研修、及び、園内研修を充実させた。また、園で必須としている救命

救急の研修では、園内で積極的に普通救命講習を行っていることや、

保護者に対する応急救護講習も行い、地域の安心な街づくりに貢献し

たことが評価され、『応急手当普及功労賞最優秀賞（消防総監賞）』

を受賞した。  

  B 

※自己評価結果の表示方法 

A…十分達成された 

B…達成された 

C…取り組んだが達成が十分ではない 

D…取り組みが不十分であった 

 

4．今年度の総合的な園評価と次年度への課題 

 第三者評価機構による調査があったが、前回の調査以降は日頃から意識して取り組みを行っていたため、問

題が起きることはなかった。また、コロナ禍で計画通りにいかないことがあったが、それが良い経験とな

り、今までの見直しを含む今後の保育への見通しに繋げていくことができた。職員においては、保育以外で

3密をできるだけ避けられるようにしたが、より深いコミュニケーション及び連携をとるためにどうしたら

よいのかを意識しつつ次年度に繋げていきたい。 

 

５．財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 


